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	応用
	抗原情報
	背景
	隣接細胞に存在する膜結合型エフリンファミリーリガンドに結合し、接触依存性の双方向シグナル伝達を隣接細胞に導く受容体型チロシンキナーゼ。受容体下流のシグナル伝達経路は順方向シグナル伝達、エフリンリガンド下流のシグナル伝達経路は逆方向シグナル伝達と呼ばれる。非常に多種多様な性質を持つこのタンパク質は、Eph受容体の中で唯一、GPIアンカー型エフリンAとEFNA1およびEFNB3を含む膜貫通型エフリンBリガンドの両方に結合し、生理的に活性化されるという特性を持つ。エフリンリガンドによって活性化されると、Rac、Rap、およびRho GTPase活性の制御を介して、細胞形態およびインテグリン依存性細胞接着を調節する。神経系の発達において重要な役割を果たし、皮質脊髄路投射の確立を含む軸索誘導の様々な段階を制御する。また、神経筋回路の発達において、運動軸索と感覚軸索の分離を制御する可能性もある。軸索誘導における役割に加え、シナプス可塑性にも関与する。EFNA1によって活性化されるとCDK5の「Tyr-15」をリン酸化、これがNGEFをリン酸化してRHOAと樹状突起棘の形態形成を制御する。神経系では、損傷後の修復にも関与し軸索再生を防止し、血管新生では中枢神経系の血管形成に関与する。さらに、その多様性により、胸腺上皮の発達など、さまざまな細胞間シグナル伝達に関与することができる。コルチ器官の発達中は、ADAM10およびCADH1と三量体複合体を形成して柱細胞の分離を制御し、ADAM10によるCADH1の切断と接着結合の破壊を促進する（類似性による）。
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	Phospho-EPHA4 (Tyr596) 抗体を使用した、Jurkat 溶解物中の Phospho-EPHA4 (Tyr596) のウエスタン ブロット分析。

